
愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」

    愛媛大学ＣＯＣ企画運営部事務局（担当：重松）
    〒790-8577　松山市文京町 3番（愛媛大学社会連携推進機構内）
     TEL 089-927-8964   　FAX 089-927-8820      E-mail  coc@stu.ehime-u.ac.jp

問合せ
　＆
申込み

◎ 【先着順、12月12日（火）〆切り】参加申込み方法、プログラム詳細については、裏面をご覧ください。

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【主催】愛媛大学　【共催】大洲市　

2017.12.17（日）13:30 ～ 16:30
【会場：大洲市　肱川風の博物館・歌麿館】
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特別講演　
地域課題は「自らの地域資源発見と活用」で解決できる
～地域ブランド、観光開発は「足元埋蔵金」の発掘にある～

日常生活の中で見出せない地域の魅力は、非日常の
観点で見ると魅力的。鳥の眼・虫の眼で、大洲市の
今を、じっくりと見てみましょう。地理的位置、歴史、
気候風土から、農林漁業の一次産品、加工の二次製品、
そしてサービスに代表される、「地元大洲の、日常と
非日常」の再確認！　文化・芸術と産業 /観光のヒ
ントを、新視点で、地域の再発見をしながら「モノ
とコト」開発のヒントを学びましょう。

柳田　公市  氏
（元 JETRO短期商品発掘専門家、元ASEAN Japan-centre 商品発掘専門家）

講演
地域資源を活用した地域の活性化　～肱川プロジェクト～
坂本　世津夫（愛媛大学社会連携推進機構　教授）

入場無料
先着100 名



平成２９年度　愛媛大学COC公開講座 in大洲市
【会場】　大洲市　肱川風の博物館・歌麿館

（大洲市肱川町予子林 99番地 1）

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

ふ り が な

お名前

Tel. E-mail

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

ご所属 役職名

【主催】愛媛大学　【共催】 大洲市　

◆  12 月 12日（火）までに、電子メールまたは FAXで、上記COC企画運営部事務局までお申し込みください。
　   なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。

＜参加申込み先＞ 愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820

 定員 100 名（先着順）

◆  障がいのある方等で支援の必要な方は、2週間前までにその旨をお書き添えください。

12 (日 )17  /
入場無料

13:30 ～ 13:40

13:40 ～ 13:50

13:50 ～ 15:20

主催者挨拶　愛媛大学理事・副学長　社会連携推進機構長　仁科　弘重　

共催者挨拶　大洲市長　清水　裕　氏

休憩

特別講演　“ 地域課題は「自らの地域資源発見と活用」で解決できる

                           ～ 地域ブランド、観光開発は「足元埋蔵金」の発掘にある ～”

15:20 ～ 15:30

15:30 ～ 16:30 講演　    　“ 地域資源を活用した地域の活性化　～肱川プロジェクト～”

◆◆◆　プログラム　◆◆◆

元 JETRO 短期商品発掘専門家、元 ASEAN Japan-centre 商品発掘専門家
柳田　公市　氏

愛媛大学社会連携推進機構　教授　坂本　世津夫

13:00 ～ 受付開始

　この度、「地域資源を活用した地域の活性化」をテーマに、大洲市で初めての愛媛大学COC
公開講座を開催することになりました。

　今、日本は急速な人口減少、超高齢化社会、従来型産業の衰退と、大きな転換点にさしかかっ
ています。それを打開するために、各自治体では地方創生総合戦略が策定され、様々な取り組
みが展開されていますが、その成功の鍵は「地域が自ら動くこと（自立）」であると考えています。
　
　今回の公開講座では、大洲市が持っている地域資源を如何に活用して地域創生を図るのか、
私たちはどのようにアクションすれば良いのかについて一緒に考えたいと思います。


